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 第 30回日本ＧＷＴ全国研修交流会 in 東京がコロナ禍を乗り越えて、2023年 1月８日、９日の両日に 

サンシティ（山崎製パン厚生年金基金会館）で３年ぶりに開催され、全国から 30余名が集まりました。 

テーマは「共創Co-Creation」、大きく変容した時代に適合したＧＷＴを共に創ることを目的としました。 

初日は理事長の開会挨拶からウェルカムＧＷＴ、続いて日本学校グループワーク・トレーニング研究会に

よる「『協力する』って何だろう？～曖昧な言葉の正体を探る」の財が提供されました。午後からは島根支部

の「みんなでつくるランキング」、長野支部の「ジョイリストを作ってみよう」が提供され、それぞれの財の

ねらいや目的、進め方等について熱心に意見を交換しました。 

２日目は、かながわ支部の「無人島」の財と支部活動状況の報告があり、福井支部「それは夢か現実か」

の財を体験しました。午後は、スーパーバイザー薗田碩哉先生による「ＧＷＴの過去―現在―未来」～「共

に生きる」ことの達人を目指して～と題した記念講演がありました。 

「時代の変化の中でＧＷＴの意味付けはどう変わってきたか」、「コロナを体験した（しつつある）社会にお

いてＧＷＴの存在理由は」、「ＧＷＴの自己変革は可能か、可能とすればどこから手を付けるか」等、ＧＷＴ

創成期の社会の要請やその後の変遷、コロナ禍による時代の大転換にあって求められるＧＷＴについての深

く熱い講演でした。異質なものとの共存・共生を踏まえた「ＧＷＴ理論の再検討」、方法論の見直しとして「ふ

りかえりの深化（葛藤、対立、否定的な感情に向き合う）」、「オンラインＧＷＴの開発」、フィールドの拡大

として「こどもの領域」、「介護スタッフの研修」、「異文化交流」などが示され、新テキスト（時代をとらえ

た理論+方法論の見直しやＧＷＴ財の創作）作成の奨励もありました。記念講演後はグループ毎に研修交流 

会全体のふりかえり、「共創」による活動継続と次回の再会を期して研修交流会を終了しました。（熊﨑） 
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ＧＷＴ フォローアップ研修 in 弥富（愛知）日本ＧＷＴ協会後援 

～自分や関係性に向き合ったＧＷＴの学び～  2022年 11月 20日、弥富市総合社会教育センターに

おいて、弥富市レクリエーション協会主催のＧＷＴフォローアップ研修を開催しました。1年前の初級 

アドバイザー講座開催時に、継続した学びの場がほしいとの要望があり、それに応えたもので９名の参加 

がありました。講座では「体験学習の循環過程」、「コンテントとプロセス」、「ジョハリの窓」を確認した 

後で３つのワークをじっくりと行いました。「場の空気感が心地良く、楽しく学び刺激タップリの一日でし

た」、「1年に 1回の自分の棚卸しだなと改めて感じました。前後の余韻が凄いです。ありがとうございまし

た。また会えるのを楽しみにしています」、「ＧＷＴで一番大切なことは、グループの関わり、プロセスが 

どうだったかに目を向けて振り返ること。このことにすごく時間をかけるんですね。ワークで何に気づいた

のか、なぜそれが起こったのかを考える。刺激を受け活性化しまくりの一日でした」「皆さんと会えて嬉し

かったです。学び直すことにより改めて得るものがあることに気づきました」などの感想が LINEに書き込

まれました。来年度もフォローアップ研修の開催を約束し、余韻を残しながら散会しました。 （鯖戸） 

                       

ＧＷＴ 研修会    （島根）            島根支部主催  

 島根支部では 2022年 12月 10日（土）にＧＷＴ研修会を開催しました。コロナ禍で２年 10ヵ月ぶりの 

開催となりました。この間、オンライン研修も検討しましたがなかなか日程の調整ができず、集合型研修の

再開を願うメンバーも多かったので待望の開催となりました。参加の申し込みは 15名でしたが、仕事の都合

やコロナの影響で当日は 10名の参加となりました。 

この研修会では、チームワークを学ぶ財として「紙コップと紙皿でタワーを作ろう」、情報カードの財と 

して「ムースを食べた人は？」、合意形成を体験する「くだものの木」など５種類の財を体験しました。 

どれも支部の研修会で行うのは初めての財でした。これまで支部のメンバー全員が集まる機会がなかった 

ので、この研修会で初めて顔を合わせたメンバーも 

いて、新鮮な気持ちで学びの多い研修会でした。 

また、この研修会では、第 30回日本ＧＷＴ全国研修

交流会で島根支部が発表する財の事前研修を行い、

「みんなでつくるランキング」を発表することに決め

ました。島根支部は、研修再開を契機にメンバーに 

支部会員登録継続の意向を確認し、25名で再出発する

ことになりました。これからは研修の機会を増やし 

ながら活動し、初級アドバイザー養成講座の再開を 

目指していきます。           （木村）                                  

 

地域学習会からのたより 
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 オンライン学習会 （長野）              長野支部主催      

 2022年 11月 26日、オンラインによる長野支部学習会を開催しました。当初『新グループワーク・トレー

ニング』掲載の、「リーダーの資質」コンセンサス実習を予定していました。開始早々、15 項目の選択課題

に向き合ったメンバーから“時代に即したリーダーについて検討し、15項目を再構築しませんか”との提案

があり、学習会の方向が変わりました。2 か月の時を経て参加者それぞれの考えを踏襲した「令和版：リー

ダーの資質 15項目」が仕上がりました。 

新たに生まれ変わった財の実践の場として 2023年１月 21日、当初から参加者として加わっていた三好

SVをアドバイザーに迎え、再びオンライン学習会を 15名で開催しました。 

コンセンサス実習では“共通のグループ想定を合意形成した上で進めることは必須です。”このことを踏

まえ個人決定した後に、お互いの意見を主張し合うプロセスを踏み、最終的にグループとしての順位を決定

することにして進めました。「リーダーの資質 15項目」リメイク版は、現実社会が想定しやすく、選択した

個々の理由を討議する過程で、それぞれの価値観やこれまでの

経験談なども聞くことができるメリットが生まれたと振り返

っています。 

今回、既存の財を見直し再構築する過程で、「やみくもにや

ってはいけない。財の本質を探究し、学び続けなければいけ

ない。」と気づきを深めることができました。４月発行の研究

誌に学習会の内容が詳細に掲載されますので、ぜひご覧いた

だき多くの皆さんが体験していただければ幸いです。（畠山）                  

 

 

 

 リニューアルしたホームページをご覧いただいていますか？フレッシュでタイムリーな情報をかわいいイ

ラストと共にお届けしていますが、さらに会員の皆さんから各地の勉強会、学習会、講習会、イベント情報

などお知らせいただき、ワクワクドキドキのホームページにしたいと願っています。 

身近な情報提供やご意見、アイデアなどをお気軽にお寄せください！          ＨＰ ＱＲコード   

 ◆勉強会や学習会、講習会などの開催について◆                       

  ①支部名（開催地）②詳細（タイトル･日時･場所･参加資格･申込先など） 

 ◆開催後の報告◆  ①内容や感想など ②様子がわかる写真など  

 ご投稿いただける方は、ＨＰのお問合せメールからお気軽にご連絡ください。 （斎藤） 

 

わたしとＧＷＴ  長野  Nさん    

 この 3年間はコロナの自主規制のため対面の講習会が開催されず、とても残念に思っていたとこ

ろ、１月の全国研修交流会に参加することができました。とても懐かしい顔や、初めましての出会

いがあり、充実した２日間に、「ああ、この雰囲気が好きだったんだ。」と改めて感じました。これ

までＧＷＴの講座に参加させていただくことで、職場以外の多くの仲間が 

増え、話し合いの中から皆さんの考えや視点の違いを知ることで、新しい 

発見や多くの喜びを体験してまいりました。現在は自分を取り巻く周囲の 

方との関わり合いの中で、相手への尊厳と気遣いを忘れず、自分の気づき 

や考えをしっかりと伝えていくことの難しさと楽しさを味わっています。 

これからも積極的に研鑽を重ねてまいりたいと思いますので、みなさんの 

ご指導をお願いいたします。 

お願いいたします。                                  

。 

  

ホームページ担当よりのお願い！ 


